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ト膵臓がん細胞（ MIA Paca2，KLM-1，NOR-P1, Capan-1, PSN-1 など）からなる細胞パネルでの
評価も行うとともに，活性成分についての構造活性相関や作用機構についての研究も行う。有
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胞内の低分子を含めた代謝物の網羅的分析は antiausterity agent の作用機構の解明に有用である
と考えられる。我々は FT-NMR および FT-MS によるメタボローム解析を進めている。 
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